
                                                                           

 
 

 
 
 

 
 

１学期も残りあと１ヶ月 
 早いもので１学期も残すところあと１ヶ月（７月２０

日が終業式）となりました。長いようで短いこれまでの

時間でしたが、コロナ禍以降、学期や年度の終盤に常に

強く胸に湧いてくるのは「無事にここまで学校生活を送

ることができてよかった」という思いです。 

生徒たちは入学してからこれまでの７７日間に、とても多くの成長を見せてきてくれました。

遠足も終わり、明日からは１学期の学習の総まとめとなる期末テストが始まります。この期末テ

ストを皮切りに、１学期の様々な取り組みを振り返るまとめの時期、さらには新たな取り組みが

本格化していく大切な時期となっていきます。 

そんな中で、まず大切になってくるのは、明日からのテストに最善を尽くすこと。そしてさら

には、その後に返却されるテストの振り返りをきちんと行うことです。生徒たちが何より気にす

るのはおそらく点数ですし、それが重要でないとは言いません。しかし、テストが返された時、

「何点とれたか」ということで終わってしまっては先につながっていきません。自分は何ができ

て何ができなかったのか、それをきちんと確認し、できなかったことをどうすればできるように

なるのか、ということを自分なりに考えることが何より大切です。そしてそれを夏休みの自分自

身の学習に繋げることができた時、２学期以降の学習の密度が大きく変わっていきます。 

また、遠足が終わり、期末テスト後を目処にそれぞれのクラスで新たな班改正の動きが進んで

いくと思います。クラスごとの個性や課題がある程度出てきたところで、さらにより良くなって

いくための大切な班改正です。次の班改正が各クラスの新たな活性化につながるものとなってい

くことを期待しています。 

そして、この１学期最後の１ヶ月間には遠足の反省集会があり、体育祭の第１回色別総会や種

目決めがあり、文化祭クラス合唱曲の指揮者＆伴奏者決めも進んでいき（各クラスの合唱曲につ

いては次回の学年だよりにて紹介します）、三者面談があり、学期末学年集会があり、生徒総会

があり、最後のクラスの学活では通知表が手渡されます。今学期の学習の成果や様々な活動にお

ける取り組みの成果を振り返る活動、今後に向けてより良い方向に進んでいくための活動が短い

期間にギュッと凝縮されています。 

忙しい中ですが、そこで周りに流されてなんとなく過ごしてしまうのではなく、１つ１つの活

動に自らきちんと意味を持って取り組むことができれば、それは今後の生徒たちの大きな成長に

繋がっていきます。これからの１ヶ月が、今まで以上に意味のある時間となるよう、海学年の職

員一同、今後とも真摯に生徒たちと向き合っていきたいと思います。そして時に叱咤激励しつつ

生徒たちを見守り、支えていきたいと思います。これからますます暑くなり、体調を崩しやすく

なるかと思いますので、何かありましたらお気軽に学年職員にご連絡・ご相談くださいますよう

よろしくお願いいたします。 

（裏面に記載あり） 
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みんなで勇ましい波のように団結・協力して、 
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【遠足の目標】 
 

安全に気を付けて学習し、 

マナーを守って思い出に

残る楽しい遠足にしよう 

 

ウェイヴィ 



あとがき 

 我が家のイヤイヤ期まっただ中な2歳の息子は、頭で考えることよりもその場の感情が勝って

しまうことがまだまだ多く、何かが思い通りにいかない時は、顔をくしゃくしゃにして大泣きし

たり、手に持っていたものを放り投げたり、近くにいる相手を押したり叩いたりと、自分自身の

うまく消化しきれない思いがマイナスの行動になって出てしまうことがたくさんあります。もち

ろん逆の意味での感情表現も豊かで、仕事を終えて帰宅すると満面の笑みで駆け寄ってきてくれ

たり、（こちらの様子が悲しそうに見えたのか）さりげなく頭をヨシヨシと撫でてくれることが

あったり、彼の今持ちうる限りの力でギュッと抱きついてきたりすることがあったりと、心癒さ

れる行動もたくさんあります。本当に、その時々の感情に素直に生きているんだなぁと感じなが

ら、彼の振れ幅の大きい様々な行動に一喜一憂し続けている毎日です。 

そんな彼が誰よりも頻繁に感情的にぶつかってしまうのが３つ歳上の姉で、弟思いの姉は何か

あるたびに弟によく声をかけ、よくない行動の時にはきちんと注意もしてくれるのですが、そん

な姉の言葉を若干2歳の弟は素直に受け取ることができません。そして「やだ」と口にして反発

しているうちはいいのですが、それでおさまらない時には姉のことを押したり叩いたりしてしま

います。そのたびに何度も「いけない」と（時に厳しく、時に諭すように）話をしていて、最近

では少しずつこちらの話も聞けるようになり、押さない叩かないということに対しての「約束だ

よ」という問いかけに「はい」や「うん」と答えたり、姉に対して「ごめんね」と言えるように

なったりしてきてはいます。ですが、それでもやっぱり状況しだいでまだ手は出てしまいます。 

けれどそんな中、つい先日の出来事ですが、それまでたくさん広げていたオモチャを出しっぱ

なしにしたまま別の場所で別のオモチャを広げて遊び始めた息子に対して、ちゃんと片付けるよ

うにと娘が注意したところ、息子は例のごとく怒って姉を押そうと両手を姉に向かって伸ばしま

した。その瞬間、私が息子に「押しちゃダメだよ！」と咄嗟に声をかけました。いつもだったら

それでも止まらず勢いのままに姉の体に押し当てていたその両腕を、その時は直前で止めること

ができました。そして自分の中に湧き上がった衝動をなんとか解消するかのごとく、近くの壁を

ゆっくりと何度かギュッギュッと押しながら、そのまま落ち着いていきました。 

もちろん、それ以降押したり叩いたりが無くなったわけではなく、今なお姉や両親に手が出て

しまうことはあります。それでも、今までまったくできなかった自分で自分の行動を抑えようと

する姿勢が見られ、「自制」の心が息子の中に芽生えはじめたことは、息子の大きな成長の証だ

と思っています。以前にもこの「あとがき」で述べましたが、そんな我が子や、この海
うみ

学年
のなかま

の生

徒たちの“行ったり来たり”の少しずつの成長を、今後も見守っていきたいと思います。 

 

 

今後の予定 

（今 週）  （来 週） 

日 曜 行事等  日 曜 行事等 

20 月 
４０分授業       テスト期間諸活動停止 

市内一斉引渡訓練 
  27 月 

全校朝会（体育祭色決め）8:20登校 

諸活動停止 

21 火 
期末テスト（社・美・国） 

  28 火 
リコーダー販売 8:00～8:30 

22 水 
期末テスト（英・音・技家） 

  29 水 
４５分授業 

評議会・常任委員会 

23 木 
期末テスト（理・体・数） 

  30 木 
  

24 金 
清掃あり 

  7/1 金 
情報モラル教室 

※「諸活動停止」は放課後の活動がすべて無しで帰り学活後に全員下校することを示します。 

   ※月間を通しての行事予定は、毎月学年で発行している「行事予定」にてご確認いただけます。 


